
（単位：千円）

貸借対照表
令和05年12月31日 現在

株式会社テクノブラッド

資産の部

科目 金額

【流動資産】 238,177

現金及び預金 102,830

売掛金 72,720

商品 29,738

前渡金 5,400

前払費用 3,160

未収入金 19,551

短期貸付金 1,709

立替金 3,066

【固定資産】 317,709

有形固定資産 10,344

建物附属設備 23,638

工具器具備品 12,061

一括償却資産 4,005

ﾘｰｽ資産 2,880

減価償却累計額 △32,239

無形固定資産 7,268

特許権 1,527

商標権 63

電話加入権 37

ｿﾌﾄｳｪｱ 5,639

投資その他の資産 300,096

関連会社株式 279,926

投資有価証券 16,593

出資金 80

長期貸付金 417,731

敷金 448

保険積立金 8,000

繰延税金資産 △422,683

資産の部合計 555,887

負債の部

科目 金額

【流動負債】 83,749

買掛金 10,527

預り金 4,502

未払金 41,267

未払費用 16,617

前受金 2,862

未払法人税等 950

未払消費税 4,779

ﾘｰｽ債務 2,244

【固定負債】 374,146

長期借入金 374,146

負債の部合計 457,896

純資産の部

科目 金額

【株主資本】 97,990

資本金 100,000

資本剰余金 186,000

資本準備金 186,000

利益剰余金 △77,933

その他利益剰余金 △77,933

繰越利益剰余金 △77,933

（うち当期純利益） 557

自己株式 △110,075

  

  

  

  

  

純資産の部合計 97,990

負債・純資産の部合計 555,887

（注） 千円未満の金額は切り捨てて表示されています。



個別注記表

自 令和05年01月01日

至 令和05年12月31日

株式会社テクノブラッド

個別注記表

（１）重要な会計方針に係る事項

１.有価証券の評価基準及び評価方法

　　　関係会社株式·········移動平均法による原価法

　  　その他有価証券

　　　 時価のないもの···移動平均法による原価法

　　　　　　　　　　　  

２.たな卸資産の評価基準および評価方法

　    商品···個別法による原価法（貸借対照表価額については簿価切下げの方法）

　　　 　　   

３.固定資産の減価償却の方法

　　  有形固定資産

　　　 建物附属設備···定率法（平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備については定額法）

　　　 工具器具備品···定率法

　　 　

　　　無形固定資産···定額法

　　   なお、ソフトウェアについては、社内における利用可能期間（5年）に基づく定額法を採用しております。

　　　

４.引当金の計上基準

　　  貸倒引当金···債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

     特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しています。

　　

５.消費税等の会計処理

　　  税抜方式によっております。 

（２）株主資本等変動計算書に関する注記

　    発行済株式数　　　普通株式　　51,245 株

          　            自己株式　　12,115 株

（３）１株当たり情報に関する注記

    １.１株当たり純資産額　　　2,504円23銭

    ２.１株当たり当期純利益　　　 14円24銭

（４）その他の注記

（資産除去債務に関する注記）

　　　当社は、建物等の賃貸借契約に基づき、建物等の退去時における原状回復義務を有しております。

　　　なお、資産除去債務の負債計上に代えて、賃貸借契約に関する敷金の回収が最終的に見込めないと認められる

     金額を合理的に見積り、そのうち当会計年度の負担に属する金額を費用に計上する方法によっており、資産除

　　 去債務の負債計上は行っておりません。資産除去債務の金額の算定にあたっては、使用見込期間を入居から15

     年と見積り、計算しております。


